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• 院生の人は採点して成績に入れます。学部生の人は出席点としますが白紙同然のものは提出した
とはみなされません。

1. 日吉でよく図解されていた「原点に対して凸」な無差別曲線は以下のように定義できる。

定義：凸集合X上に定義された効用関数 u : X → Rを持つ消費者を考える。この消費者の無差別
曲線群が原点に対して強く凸であるとは、任意の異なる1消費ベクトル x ̸= x′ ∈ X について

u(x) = u(x′) ⇒ u(αx+ (1− α)x′) > u(x), ∀α ∈ (0, 1)

である。

凸集合X 上に定義された効用関数が quasi-concave である消費者の無差別曲線群は原点に対して
強く凸であるか？そうであるなら証明しなさい。そうでないなら反例をあげなさい。

2. 2財の経済を考える。消費ベクトル xo ∈ R2
+を考え、ある価格ベクトル p∗ ̸= 0とある実数 dにつ

いて p∗ · xo < d であったとする。

ここで

どんなに小さい ϵ > 0についても、以下の性質を持つ消費ベクトル x ∈ R2
+が存在する。

(1) xoとの距離が ϵ 未満、すなわち |x− xo| < ϵ

(2) かつ　 p∗ · x ≧ d

という主張も成立するとすると、矛盾であることを証明しなさい。2

（ヒント：ある ϵ > 0が存在して、どんな |x− xo| < ϵをとってきても p∗ · x ≧ dにならない、を
示せばよい。）

1出題時にはこの点が明記されていなかったので、その理由で正しい答えが書けなかったと思われる答案は考慮します。
2２つの２次元ベクトル x = (x1, x2)と xo = (xo

1, x
o
2)の間の距離の定義はなんでもよいが、具体的にしたい人は
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2 としてよい。

1


